
 
 
 
①広告主名 
株式会社夢の友出版 
 

②著作物等のジャンル 
言語及び美術の著作物 

③著作物等の概要 
●言語の著作物 「大島見物記」（岩佐聖果）、「大島行」（服部四郎）、「よき仲間としての池島君」「伊豆の島とこ

ろゞ大島」（下田範次）、「写生地 伊豆の大島」（岩佐 新）、「大島の釣り場をさぐる」（永田一脩）、「黒い砂」

（川本哲夫） 
●美術の著作物 「大島の秋」（ボリス・シェルコバフ）、「大島波浮・大島（差木地）の森林にて」「大島波浮港」

（田中岩次郎）、「大島の積薪」（広延）、「元村にて」（山崎坤象）、「岡田村」（矢島甲子太郎）、「水汲み」（鬼原

素俊）、「天空海濶之意也 徳山人画」（斉藤徳三郎）、「南島女人」（加藤三楽）、「秋来る島の娘」（横尾芳月），

「村はずれ」（谷由太郎）、「大島風景」（川崎求霞）、「伊豆大島風俗絵巻」「アンコと御神火の三原山絵巻」（清

水柳太）、「伊豆大島の民家」「伊豆大島の漁家」（皆川泰蔵）、「大島風景絵葉書・大島風景」（古島松之助）、「波

浮港」（川本哲夫） 
 
④連絡先 
 社名  株式会社夢の友出版           担当者名  堀籠洋友 
住所  東京都新宿区白銀町6-1-812 

 TEL  03-3266-1075              FAX   03-3266-1075（電話と共通） 
 E-mail ytbizhof_sec@cf.em-net.ne.jp (編集部)  
⑤詳細 
 
弊社では、現在、『伊豆大島文学・紀行集』（絵画編）の編集を進めておりますが、作家及び画家の著作権者（継

承者）の連絡先が不明な方が20名残る結果となっています。 
『美術年鑑』『文藝年鑑』などの関係資料はもちろん、美術家連盟や関係団体等に問い合わせたほか、わかる範囲

で、版元の出版社、著作者の出身地の自治体、出身大学等への照会を行いましたが、現在まで判明するに至って

おりません。(著者名・作品名・掲載誌等の詳細は、別添の一覧表をご参照願います。令和2年4月1日現在) 
 
これらの作家や画家の作品は、非常にすぐれたものが多く、伊豆大島にとっては誠に貴重なものとなっており、

なんとしても本書に収載したいと考えております。 
 
つきましては、何らかの手がかりだけでも結構ですので、ご存じの方は是非とも、上記連絡先にご一報ください

ますようお願いいたします。 
 

 



権利者捜索者一覧 2020.4.1

番号 題号 分類 著作者名 発表年 出典又は発行所等

1 「大島見物記」 言語 岩佐聖果 大正10年 「避暑旅行」

2 「大島行」 言語 服部四郎 大正14年 「絵行脚恋物語」

3 ①「よき仲間としての池島君」　②「伊豆の島ところゞ　大島」 言語 下田範次
①昭和11年
②昭和10年

①「池島清記念画集」
②「旅」12（8）

4 「写生地　伊豆の大島」 言語 岩佐新 昭和4年 「美術新論」昭和4年4号

5 「大島の釣り場をさぐる」 言語 永田一脩 昭和36年 「大物釣り」

6 「大島の秋」
美術

（絵画）
ボリス・シェルバコフ（ロシア人） 大正9年 不明

7
①「大島波浮・大島（差木地）の森林にて」　②「大島波浮港」
③「大島波浮」

美術
（絵画）

田中岩次郎
①②③昭和2
年

不明

8 「大島の積薪」
美術

（絵画）
広延 昭和5年 不明

9 「元村にて」
美術

（絵画）
山崎坤象 昭和6年 「伊豆大島行」

10 「岡田村」
美術

（絵画）
矢島甲子太郎 昭和6年 「伊豆大島行」

11 「水汲み」
美術

（絵画）
鬼原素俊 昭和6年 不明

12 「天空海濶之意也　徳山人画」
美術

（絵画）
斎藤徳三郎 不明

中川の紀行文に登場する
「斎徳」の作品

13 「南島女人」
美術

（絵画）
加納三楽 昭和7年 不明

14 「秋来る島の娘」
美術

（絵画）
横尾芳月 昭和8年 不明

15 「村はずれ」ほかスケッチ14点＋表紙　計15点
美術

（絵画）
谷由太郎 昭和10年

「伊豆大島下田風景素
描」

16 「大島風景」
美術

（絵画）
川崎求霞（求可） 昭和10年 不明

17 ①「伊豆大島風俗絵巻」　　②「アンコと御神火の三原山絵巻」
美術

（絵画）
清水柳太

①昭和8年
②昭和13年

①「大島風俗」
②「近代風景」

18 ①「伊豆大島の民家」　　②「伊豆大島の漁家」
美術

（絵画）
皆川泰蔵 ①②昭和29年 「和染日本の民家」

19 「大島風景絵葉書・大島風景」　（絵葉書６組＋表紙）　計7点
美術

（絵画）
古島松之助 不明 「大島風景」

20 「波浮港」
美術

（絵画）
川本哲夫 不明 「御神火大島」

21 「黒い砂」 言語 川本哲夫 昭和36年 「御神火大島」


